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冬
を
告
げ
る「
ス
コ
の
餅
」
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主
神
、
大
国
主
命

末
社
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日
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天
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屋
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同
厳
島

神
社
、
市
杵
島
姫
命

（
交
通
）
名
阪
国
道
針
Ｉ
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か
ら
南
へ
約

１
㌔

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り

奈
良
市
東
部
の
都
祁
白
石

町
に
あ
り
ま
す
。
創
建
の
由

来
は

古
代
よ
り
当
社
地

字

神
子
尻
に
大
き
な
白
い
石
が

あ
っ
て
白
石
明
神
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
、
６

人
の
年
寄
り
が
都
祁
南
ノ
庄

の
国
津
神
社
か
ら
神
体
の
白

い
石
を
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ

こ
の
場
所
で
急
に
動
か
な
く

な
っ
た
の
で
そ
れ
を
こ
こ
に

祭
っ
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

当
社
の
東
７
０
０
㍍
に
あ

る
雄
神
神
社
と
の
間
に
は
、

「
や
す
ん
ば
」
と
呼
ば
れ
る

木
の
茂
み
が
田
の
中
に
点
々

と
４
カ
所
あ
り
、
神
様
が
両

社
の
往
来
の
途
中
に
休
ま
れ

た
神
聖
な
場
所
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

祭
礼
は
大
祭
が

月
中
頃

の
日
曜
日
、
古
祭
が
旧
暦

月

日（
現
行

月
３
日
）

で
す
。
古
祭
で
は
、
「
ス
コ

の
餅
」
と
呼
ば
れ
る
御
供
が

３
基
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
藁

で
作
っ
た
胴
を
菊
花
で
飾

り
、
輪
切
り
の
大
根
と
丸
餅

を
交
互
に
刺
し
た
長
い
竹
串

を
花
が
咲
い
た
よ
う
に
上
部

か
ら
ぐ
る
り
と
垂
ら
し
ま

す
。
胴
の
上
部
に
１
・
５
升

ほ
ど
の
丸
く
平
た
い
餅
を
載

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
松
・
紅
葉
・

梅
を
立
て
ま
す
。
胴
に
は
、

３
本
の
竹
の
足
が
つ
い
て
お

り
、
紋
付
・
羽
織
・
袴
に

下
駄
履
き
・
山
高
帽
姿
の
宮

座
衆
が
、太
鼓
を
先
頭
に「
チ

ョ
ウ
サ
ヤ
、
チ
ョ
ウ
サ
ヤ
」

と
唱
和
し
な
が
ら
掲
げ
て
運

び
ま
す
。
色
と
り
ど
り
に
飾

ら
れ
た
「
ス
コ
の
餅
」
は
、

淡
い
秋
の
日
差
し
に
輝
い

て
、
都
祁
の
里
に
冬
の
訪
れ

を
告
げ
る
の
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

小
西
和
子
）


